
東
大
病
院
は
ま
る
で

一
つ
の
街
の
よ
う
だ
。

　
東
京
大
学
医
学
部
附
属
病
院
の
起
源
は
古
く
、
安
政

五
年
（
一
八
五
八
年
）
神
田
お
玉
ヶ
池
種
痘
所
の
設
立

に
始
ま
る
。
以
来
約
一
五
〇
年
間
、
名
称
は
さ
ま
ざ
ま

に
変
わ
っ
た
も
の
の
、
日
本
の
医
学
・
医
療
の
一
大
拠

点
と
し
て
の
役
割
は
今
も
変
わ
り
な
く
脈
々
と
受
け
つ
が

れ
て
い
る
。

　
現
在
の
東
京
大
学
医
学
部
附
属
病
院
（
以
下
「
東

大
病
院
」
と
い
う
）
は
、
人
口
で
い
え
ば
一
万
人
、
財

政
で
み
れ
ば
三
〇
〇
億
円
程
度
の
大
き
さ
で
あ
り
、
こ

れ
は
中
堅
ど
こ
ろ
の
市
町
村
の
規
模
と
な
っ
て
い
る
。
東

大
病
院
の
運
営
実
績
を
み
て
み
る
と
、
表
１
の
よ
う
に

な
る
。
見
て
の
と
お
り
、
患
者
数
で
も
稼
動
額
で
も
日

本
屈
指
の
病
院
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
と
く
に
国
立

大
学
病
院
間
で
み
る
と
、
ベ
ッ
ド
数
や
施
設
規
模
は
最

大
で
は
な
い
に
も
関
わ
ら
ず
、
入
院
、
外
来
患
者
数
が

最
も
多
い
病
院
と
な
っ
て
い
る
こ
と
や
、
さ
ら
に
医
業
収

東京大学医学部
附属病院

―大きな変革期を迎えた医療の現場―

入院棟Ａ１階テラスにこにこ文庫

東大病院は
一つの街だ！

特 集

東大病院運営実績

国立大学病院中1位

国立大学病院中1位

国立大学病院中1位

国立大学病院中1位

国立大学病院中1位

国立大学病院中1位

国立大学病院中1位

383,743

745,032

3,031

25,664

19,200

50,053

6,464

備　考15年度

１．入院患者数（人）

２．外来患者数（人）

３．一日当り外来患者数（人）

４．稼働額合計（百万円）

５．入院稼働額（百万円）

６．入院患者単価（1人/円）

７．外来稼働額（百万円）

表１：東大病院運営実績

理　念
　本院は臨床医学の発展と医療人の育成に努め、
　個々の患者に最適な医療を提供する

目　標
　・患者の意思を尊重する医療の実践
　・安全な医療の提供
　・高度先進医療の開発
　・優れた医療人の育成
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入
で
も
国
立
大
学
病
院
中
一
位
で
あ
る
こ
と
か
ら
東
大

病
院
の
勢
い
の
強
さ
が
伺
え
る
。

　
こ
の
他
、
年
間
手
術
件
数
が
約
九
千
件
で
あ
る
こ
と

や
、
救
急
患
者
数
が
年
一
万
七
千
人
で
あ
る
こ
と
か
ら

も
、
日
本
の
中
核
病
院
で
あ
り
、
か
つ
地
域
の
中
核
病

院
で
あ
る
と
も
い
え
る
。

　
東
大
病
院
の
敷
地
面
積
は
、1

1
3
,8
5
3
m
2

、
東
京
ド

ー
ム
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
が
約
九
つ
入
る
広
さ
で
あ
る
。
こ
こ

に
、
入
院
、
外
来
、
検
査
、
手
術
な
ど
の
医
療
施
設
と

臨
床
系
の
研
究
施
設
が
ひ
し
め
き
合
っ
て
お
り
、
東
大
の

中
で
は
ど
の
セ
ク
シ
ョ
ン
よ
り
も
人
口
密
度
の
高
い
地
域

と
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
に
、
ど
れ
ぐ
ら
い
の
人
が
住
ん
で

い
る
か
と
い
う
と
、
昼
間
人
口
で
み
る
と
約
一
万
人
の
人

が
暮
ら
し
て
い
る
（
図
１
）
。
こ
れ
だ
け
の
人
口
を
支
え

る
た
め
に
は
純
粋
な
診
療
機
能
以
外
に
、
多
く
の
ア
メ
ニ

テ
ィ
施
設
が
必
要
と
な
り
、
東
大
病
院
に
は
食
堂
や
売

店
だ
け
で
な
く
、
理
髪
店
や
郵
便
局
、
学
校
ま
で
存
在

し
て
い
る
。
ま
さ
に
「
街
」
そ
の
も
の
の
機
能
を
備
え

て
い
る
わ
け
で
あ
る
。

　
こ
の
街
に
彩
を
添
え
て
も
ら
っ
て
い
る
の
は
、
多
く
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
で
あ
る
。
外
来
に
く
る
患
者
様
を

院
内
で
迷
わ
な
い
よ
う
に
誘
導
し
た
り
す
る
院
内
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
、
入
院
患
者
様
に
図
書
館
を
提
供
す
る
に
こ
に

こ
文
庫
、
年
の
節
目
に
外
来
ホ
ー
ル
で
行
う
コ
ン
サ
ー
ト

な
ど
、
楽
し
い
と
は
い
い
が
た
い
入
院
生
活
に
、
人
の
温

か
さ
と
い
う
潤
い
を
与
え
て
も
ら
っ
て
い
る
。

　
規
模
と
い
い
、
人
口
と
い
い
、
人
情
と
い
い
、
ま
さ
に

「
東
大
病
院
」
市
と
し
て
今
日
も
東
大
病
院
は
動
い
て

い
る
。

東大こだま分教室（都立北養護学校）外来展示コーナークリスマスコンサートの様子

学校
（こだま学級）

ボランティア

図書館
（にこにこ文庫）

コンサート

入院棟
72,000m2

外来棟
23,000m2

中央診療棟
37,000m2

病院北地区建物総面積　204,000m2 敷地総面積　113,853m2

その他
72,000m2

1,100人

3,000人

3,500人

2,000人

約1万人

一日病院人口

入院患者数

外来患者数

職員等

来客・お見舞い

計

郵便局

売店

食堂（5ヶ所）

理髪店

タリーズコーヒー

図１：東大病院の一日病院人口と面積
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龍
岡
門
よ
り
入
る
道
は
学
バ
ス
が
通
る
こ
と
か
ら

「
ス
ク
ー
ル
バ
ス
通
り
」
と
い
う
。
そ
の
右
側
を
病
院

地
区
と
呼
び
、
医
学
部
は
左
側
に
あ
る
。

現
在
の
三
井
記
念
病
院（
千
代
田
区
神
田
和
泉
町
）

の
位
置
に
あ
っ
た
医
学
部
の
前
身
・
西
洋
医
学
所
は

明
治
に
な
っ
て
学
制
が
変
わ
り
、
大
学
東
校
と
呼
ば

れ
、
移
転
先
の
土
地
を
現
在
の
上
野
公
園
に
購
入
し

た
。
と
こ
ろ
が
上
野
は
公
園
に
ふ
さ
わ
し
い
と
オ
ラ

ン
ダ
人
医
師
・
ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
が
進
言
し
た
た
め

に
、
現
在
の
加
賀
屋
敷
の
跡（
文
京
区
本
郷
）に
移
る

こ
と
に
な
っ
た
。
東
京
大
学
が
設
立
さ
れ
た
明
治
十

年
に
新
し
く
作
ら
れ
た
「
時
計
台
」
付
き
の
医
学
部
本

館
と
附
属
医
院
が
完
成
し
使
用
が
始
ま
っ
た
。
そ
の

建
物
は
現
在
小
石
川
植
物
園（
文
京
区
白
山
）の
日
本

庭
園
内
に
保
存
さ
れ
て
い
る
。
以
前
は
学
術
情
報
セ

ン
タ
ー
と
し
て
使
わ
れ
て
い
た
が
、
平
成
十
三
年
よ

り
総
合
研
究
博
物
館
小
石
川
分
館
と
し
て
使
わ
れ
て

い
る
。

明
治
時
代
以
降
第
二
次
大
戦
後
ま
で
東
大
病
院
は

ド
イ
ツ
式
で
、
各
科
別
に
外
来
、
病
棟
、
手
術
室
、
研

究
室
、
事
務
室
が
一
体
と
な
っ
た
木
造
建
築
が
多
数

残
っ
て
い
た
。
た
だ
し
現
存
す
る
レ
ン
ガ
コ
ン
ク
リ
ー

ト
造
り
の
ネ
オ
ゴ
シ
ッ
ク
ス
タ
イ
ル
の
南
研
究
棟
は

大
正
十
四
年
に
で
き
、
耳
鼻
咽
喉
科
、
整
形
外
科
、
精

神
神
経
科
の
三
科
の
使
用
が
始
ま
っ
た
。
こ
れ
が
現

存
す
る
最
も
古
い
病
院
の
建
物
で
あ
る
。
他
の
多
く

は
平
屋
の
木
造
建
築
の
ま
ま
昭
和
三
〇
年
代
ま
で
使

わ
れ
た
。

大
正
十
二
年
九
月
一
日
の
関
東
大
震
災
で
、
か
な
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り
の
平
屋
の
病
室
や
外
科
手
術
室
が
損
壊
を
受
け
た
。

そ
の
頃
は
世
界
大
恐
慌
で
経
済
的
に
困
難
な
時
代
で

あ
っ
た
が
、
地
震
に
対
応
す
べ
く
、
昭
和
十
三
年
に
鉄

筋
・
外
壁
レ
ン
ガ
の
外
来
診
療
所（
現
在
の
管
理
・
研

究
棟
）が
で
き
、
こ
こ
に
ほ
と
ん
ど
の
科
が
外
来
を
持

つ
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
少
し
前
に
現
在
の
東
研
究

棟（
昭
和
三
年
）、
内
科
研
究
棟（
昭
和
四
年
）が
完
成

し
た
。

昭
和
十
八
年
三
月
の
米
軍
の
東
京
大
空
襲
に
よ
り

龍
岡
門
近
く
の
外
来
診
療
所
が
焼
失
し
た
が
、
戦
後
、

米
国
式
の
病
院
建
築
が
始
ま
り
、
昭
和
二
九
年
に
旧

中
央
手
術
部
、
中
央
検
査
部
の
入
る
コ
ン
ク
リ
ー
ト

の
建
物
が
完
成
し
、
昭
和
三
二
年
に
は
旧
外
科
病
棟

が
完
成
し
た
。
続
い
て
あ
ら
た
に
内
科
の
病
室
を
作

る
こ
と
に
な
り
、
昭
和
四
三
年
に
北
病
棟
が
完
成
し

た
。
こ
の
三
つ
の
建
物
は
、
当
時
の
日
本
の
経
済
事

情
を
示
す
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
構
造
で
あ
る
。
北
病
棟

は
現
在
入
院
棟
Ｂ
と
名
前
が
変
わ
り
、
放
射
線
部
、
精

神
神
経
科
病
棟
、
共
通
病
棟
、
テ
ィ
ッ
シ
ュ
エ
ン
ジ
ニ

ア
リ
ン
グ
部
及
び
内
科
の
研
究
室
と
な
っ
て
い
る
。

古
く
な
っ
た
外
来
診
療
所
は
、
平
成
六
年
四
階
建

て
の
近
代
的
な
新
外
来
棟
と
し
て
完
成
し
た
と
こ
ろ

で
そ
の
役
目
を
終
え
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
現
在
は
管
理

研
究
棟
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
懸
案
で

あ
っ
た
病
棟
は
、
平
成
十
三
年
、
近
代
的
な
新
入
院
棟

が
完
成
し
、
精
神
神
経
科
を
除
く
全
科
の
病
棟
と
な

り
、
現
在
に
至
っ
て
い
る
。
ま
た
平
成
十
八
年
秋
の
オ

ー
プ
ン
を
目
指
し
て
、
手
術
室
、
検
査
部
、
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
部
な
ど
が
入
る
新
中
央
診
療
棟

期
工

事
が
行
わ
れ
て
い
る
。
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特　 集

１：東京医学校本館　1876年（明治９）11月

２：現存する旧東京医学校本館
（1970年に国の重要文化財に指定された東京大学現存最古の学校建築。
2001年11月から総合研究博物館の小石川分館として一般公開している）

３：東京医学校附属病院　1876年（明治９）11月

４：外来患者診療所全景

５：1896年頃（明治29）の平屋の病棟
（病室は1961年（昭和36）12月、
医局は1965年（昭和40）まで使用された）

６：現在の東大病院全景 4
56



生
体
肝
移
植

現
在
、
わ
が
国
で
は
脳
死
肝
移
植
の
条
件
が
厳
し
い
た
め
に
、

生
体
肝
移
植
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
る
。
東
大
病
院
の
生
体
肝

移
植
は
、
幕
内
雅
敏
教
授
が
臓
器
移
植
外
科
に
赴
任
し
て
か
ら

間
も
な
く
の
一
九
九
六
年
一
月
に
初
め
て
行
わ
れ
八
年
が
過
ぎ

た
。
今
日
で
は
、
わ
が
国
の
生
体
肝
移
植
で
は
症
例
数
が
二
番
目

に
多
く
、
三
年
生
存
率
で
は
90
％
と
、
最
も
良
い
成
績
を
維
持
し

て
い
る
。

生
体
肝
移
植
で
は
、
レ
シ
ピ
エ
ン
ト（
臓
器
を
受
け
入
れ
る
人
）

の
方
も
、
ド
ナ
ー（
臓
器
を
提
供
す
る
人
）と
な
る
家
族
の
方
も

不
安
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
多
い
。
不
安
を
除
去
す
る
た
め
に
、

移
植
チ
ー
ム
の
医
師
と
移
植
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
入
院
前
、
手

術
、
退
院
後
も
緊
密
な
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
で
診
療
に
あ
た
っ
て
い

る
。
肝
移
植
は
ほ
と
ん
ど
毎
週
の
よ
う
に
行
わ
れ
、
幕
内
教
授
は

月
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で
、
毎
日
の
よ
う
に
手
術
に
参
加
し
て

い
る
こ
と
で
知
ら
れ
る
。

Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｕ

（
新
生
児
集
中
治
療
室
）

二
〇
〇
一
年
十
月
に
新
入
院
棟
が
完
成
す
る
と
と
も
に
小
児

科
の
分
野
と
し
て
新
し
く
近
代
的
な
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｕ
が
オ
ー
プ
ン
し

た
。
ベ
ッ
ド
数
は
九
床
、
超
未
熟
児
や
呼
吸
困
難
、
先
天
異
常
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
の
あ
る
新
生
児
が
都
内
の
産
科
か
ら
救

急
車
で
運
ば
れ
治
療
を
受
け
て
い
る
。

現
在
は
、
出
生
時
体
重
一
〇
〇
〇
グ
ラ
ム
未
満
の
超
未
熟
児

も
救
命
さ
れ
て
お
り
、
都
内
の
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｕ
の
中
で
も
有
数
の
設

備
、
ス
タ
ッ
フ
を
誇
っ
て
い
る
。
こ
こ
二
〇
年
の
医
療
の
進
歩
の

一
つ
が
新
生
児
医
療
の
進
歩
で
あ
り
、
早
期
診
断
、
早
期
治
療
に

よ
り
、
脳
神
経
の
後
遺
症
も
大
き
く
減
少
し
、
多
く
の
新
生
児

が
、
救
命
さ
れ
て
い
る
。
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｕ
の
治
療
が
済
む
と
、
小
児
科

病
棟
の
Ｇ
Ｃ
Ｕ（
成
長
期
集
中
治
療
）へ
の
移
動
も
ス
ム
ー
ズ
に

行
わ
れ
る
よ
う
に
工
夫
さ
れ
て
い
る
。
他
に
小
児
科
に
は
Ｐ
Ｉ

Ｃ
Ｕ（
小
児
集
中
治
療
室
）六
床
、
小
児
Ｈ
Ｃ
Ｕ（
高
度
集
中
治
療

室
）二
〇
床
と
、
充
実
し
た
治
療
体
制
に
あ
る
。
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Ｉ
Ｃ
Ｕ
、
Ｃ
Ｃ
Ｕ
、

内
科
系
Ｈ
Ｃ
Ｕ
、

外
科
系
Ｈ
Ｃ
Ｕ

新
入
院
棟
の
完
成
に
よ
り
東
大
病
院
の
救
急
体
制
は
設
備
も

内
容
も
充
実
し
た
。
四
階
の
Ｉ
Ｃ
Ｕ（
集
中
治
療
室
）で
は
救
急

車
で
運
ば
れ
た
救
急
患
者
や
、
病
院
の
各
フ
ロ
ア
の
重
症
患
者
へ

の
高
度
の
治
療
が
二
四
時
間
体
制
で
行
わ
れ
て
い
る
。
ベ
ッ
ド
数

は
八
床
で
、
小
さ
な
独
自
の
手
術
室
を
持
っ
て
い
る
。
広
い
ス
ペ

ー
ス
に
充
実
し
た
Ｉ
Ｃ
Ｕ
の
設
備
の
中
で
の
治
療
の
様
子
は
見

学
者
の
希
望
も
多
く
、
東
大
病
院
の
看
板
の
一
つ
で
も
あ
る
。

Ｃ
Ｃ
Ｕ（
急
性
期
心
疾
患
集
中
治
療
室
）は
ベ
ッ
ド
数
六
床
を

持
ち
、
心
筋
梗
塞
の
救
急
患
者
や
心
臓
の
手
術
後
の
治
療
に
対

応
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
新
し
い
Ｉ
Ｃ
Ｕ
と
Ｃ
Ｃ
Ｕ
で
多
く
の

命
が
救
命
さ
れ
て
い
る
。

Ｈ
Ｃ
Ｕ（
高
度
集
中
治
療
室
）は
内
科
系
が
十
二
階
、
外
科
系

が
四
階
に
あ
る
。
こ
の
二
つ
も
東
大
病
院
を
特
徴
づ
け
る
高
度
医

療
の
仕
組
み
で
あ
る
。
内
科
系
Ｈ
Ｃ
Ｕ
で
は
、
内
科
救
急
の
重
症

患
者
は
ま
ず
こ
こ
に
入
院
し
、
全
身
状
態
が
安
定
す
る
と
転
棟
し

て
各
科
の
担
当
と
な
る
。
一
方
、
外
科
系
Ｈ
Ｃ
Ｕ
で
は
、
手
術
を

し
た
ば
か
り
の
患
者
で
、
全
身
管
理
の
必
要
な
場
合
と
夜
間
の
救

急
患
者
の
治
療
を
行
っ
て
い
る
。
ど
ち
ら
も
各
階
の
半
分
を
占
め

る
広
い
ス
ペ
ー
ス
を
使
っ
て
高
度
の
集
中
治
療
が
行
わ
れ
て
い
る
。

脳
の
神
経
線
維

可
視
化
シ
ス
テ
ム

３
次
元
の
Ｃ
Ｔ
や
Ｍ
Ｒ
Ｉ
の
画
像
が
今
で
は
診
断
に
広
く
用

い
ら
れ
て
い
る
が
、
東
大
病
院
放
射
線
科
の
イ
メ
ー
ジ
ラ
ボ
で

は
、
脳
の
中
の
錐
体
路（
随
意
運
動
）、
視
放
線（
視
覚
）、
聴
放
線

（
聴
覚
）な
ど
を
Ｍ
Ｒ
Ｉ（
核
磁
気
共
鳴
像
）か
ら
得
た
デ
ー
タ
を

も
と
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
神
経
線
維
を
３
次
元
で
表
示
す
る
画
期

的
シ
ス
テ
ム
を
開
発
し
、
診
断
や
手
術
に
利
用
し
て
い
る
。
工

学
部
出
身
の
増
谷
佳
孝
講
師
が
青
木
茂
樹
助
教
授
の
協
力
を
得

て
拡
散
テ
ン
ソ
ル
画
像
解
析
ソ
フ
ト
のvolum

e
one,

dT
V

を

開
発
し
、
臨
床
応
用
し
て
い
る
。
こ
れ
を
用
い
る
と
脳
血
管
障
害

や
腫
瘍
と
神
経
線
維
の
走
行
が
ど
の
よ
う
な
立
体
的
空
間
配
置

に
な
っ
て
い
る
か
手
に
と
る
よ
う
に
わ
か
り
、
こ
れ
ま
で
教
科
書

に
記
載
の
あ
っ
た
神
経
線
維
の
走
行
が
美
し
く
立
体
的
に
理
解

で
き
る（
写
真
参
照
）。
こ
れ
を
脳
神
経
疾
患
の
診
断
や
ナ
ビ
ゲ

ー
シ
ョ
ン
画
像
に
用
い
る
こ
と
で
よ
り
安
全
な
手
術
的
治
療
に

役
に
立
っ
て
い
る
。

今
後
、
感
覚
と
運
動
の
統
合
や
認
知
の
シ
ス
テ
ム
が
神
経
線

維
の
可
視
化
に
よ
り
具
体
的
に
解
明
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ

れ
る
。

脳
幹
聴
覚
イ
ン
プ
ラ
ン
ト

脳
幹
に
電
極
を
移
植
し
難
聴
の
「
無
音
の
世
界
」
に

音
を
復
活
さ
せ
る
手
術

コ
ク
レ
ア
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
が
蝸
牛
由
来
の
難
聴
に
対
し
て
聴
覚
を

再
獲
得
さ
せ
る
の
に
対
し
、
脳
幹
聴
覚
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
と
は
両
耳
の

聴
神
経
を
腫
瘍
で
障
害
を
受
け
外
界
の
音
を
全
く
感
知
で
き
な
く
な

っ
た
人
に
、
脳
幹
に
電
極
を
移
植
し
、
外
界
の
音
を
再
び
伝
え
る
シ
ス

テ
ム
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
体
の
外
の
音
を
感
知
す
る
マ
イ
ク
ロ
フ
ォ
ン

と
シ
グ
ナ
ル
プ
ロ
セ
ッ
サ
ー
か
ら
、
電
気
の
シ
グ
ナ
ル
を
頭
皮
を
介

し
て
内
部
装
置
へ
伝
え
脳
幹
に
あ
る
音
を
感
知
す
る
蝸
牛
神
経
核
の

表
面
に
移
植
さ
れ
た
電
極
に
直
接
伝
え
、
音
を
感
知
で
き
る
よ
う
に

す
る
。

二
〇
〇
四
年
七
月
こ
の
よ
う
な
手
術
が
、
脳
神
経
外
科
と
耳
鼻
咽

喉
科
の
チ
ー
ム
に
よ
り
初
め
て
東
大
病
院
で
行
わ
れ
た
。
こ
の
手
術

は
、
こ
れ
ま
で
欧
米
で
約
四
〇
〇
例
の
患
者
に
行
わ
れ
、
電
話
で
話
が

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
り
、
音
声
に
よ
る
言
語
の
理
解
度
が
極
め
て

向
上
す
る
な
ど
の
成
果
を
上
げ
た
。
わ
が
国
で
は
こ
れ
ま
で
二
例
行

わ
れ
て
い
る
が
、
大
学
病
院
で
倫
理
委
員
会
を
正
式
に
経
て
行
わ
れ

た
例
は
今
回
が
は
じ
め
て
で
あ
り
、
学
術
的
な
バ
ッ
ク
グ
ラ
ン
ド
を

固
め
る
上
で
重
要
な
ス
テ
ッ
プ
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
はB

ra
in
-

M
achine

Interface

（
Ｂ
Ｍ
Ｉ
）と
い
わ
れ
る
器
械
と
脳
を
つ
な
ぐ
技

術
の
一
つ
で
あ
り
、
外
界
の
刺
激
を
脳
の
中
に
導
く
と
い
う
画
期
的

な
治
療
で
あ
る
。
患
者
さ
ん
は
手
術
の
一
ヶ
月
後
に
は
音
声
の
知
覚

が
で
き
て
い
る
。

13 TANSEI

東京大学医学部附属病院 ―大きな変革期を迎えた医療の現場―

特　 集

ICUでの治療風景

可視化された錐体路の神経線維の走行（橙色の
部分）と脳の腫瘍（赤い部分）

脳幹電極が移植された頭部レントゲン写真
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東大病院というコミュニティで働く人々

中央検査室：60余名の臨床検査技師が従事している。写真は自動検体搬送装
置。毎日、外来・入院あわせて約5,000件を処理している

放射線部：49名の放射線技師が毎日平均700人のレントゲン撮影を行ってい
る。写真は心臓の３Ｄによる再現

中央病歴室：１日2,500件～3,500件の外来カルテの搬送を行っている。
24名の職員がローテーションを組んで従事している

中央検査室：血液像の検査

医師の引き継ぎ：内科病棟では１日２交代、チームが交代する 薬剤部：安全な治療のため薬剤師の活動範囲が拡大している。写真は、外来
化学療法室で抗がん剤の調剤を行っている様子

栄養管理室：８名の栄養士が栄養面の指導を行っている にこにこボランティア：ボランティアが導入され10年が過ぎた。外来案内、
図書サービス、院内学級、小児科病棟等で約250名が活躍している
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特　 集

東京大学医学部附属病院 ―大きな変革期を迎えた医療の現場―

看護師：各病棟では、約20名の看護師が1日３交代で勤務している 手術室：手術の準備は、看護師、臨床工学士の手で行われる

リハビリテーション部：理学療法士12名、作業療法士５名が外来・病棟でリ
ハビリテーションを行っている

医療支援課患者業務室：患者さまからの相談（苦情等）を受付けている

東大病院のエネルギーを陰で支える人々：写真は、エネルギーセンター中央
監視室。エネルギーセンターでは、病院のライフラインを常に維持管理して
いる

健やかラウンジ「患者学習センター」（入院棟A15階）
患者サービスの視点から、患者が自己の健康に関する科学的な知識を得られ
る場として入院棟A15階に患者向け医療情報図書館として設置されている。
また、PC端末を設置して、病院の解説、検査・処置・薬・食事・健康管理
の説明など医療関連情報のネット検索サービスも行っている

SPD：外来、病棟、手術室で使用する器材の管理と搬送を担当している

医事課総合受付：外来患者さまの診療案内、診療受付、診療の予約を行って
いる



二
〇
〇
一
年
に
設
立
さ
れ
た
テ
ィ
ッ
シ
ュ
・
エ
ン

ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
部
は
入
院
棟
Ｂ
８
階
に
あ
る
。
今
後

数
年
間
の
臨
床
応
用
を
目
的
と
し
て
ヒ
ト
の
細
胞

を
培
養
し
、
疾
患
の
治
療
を
目
指
し
、
研
究
開
発
が

行
わ
れ
て
い
る
。
現
在
、
角
膜
、
血
管
、
骨
・
軟
骨
、

造
血
、
メ
ニ
コ
ン
軟
骨
・
骨
の
再
生
医
療
の
寄
付
講

座
が
あ
る
。

そ
の
成
果
の
一
つ
で
あ
る
血
管
新
生
療
法
の
臨

床
試
験
が
始
ま
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
れ
は
動
脈

硬
化
症
な
ど
の
病
気
に
よ
っ
て
動
脈
が
閉
塞
、
あ
る

い
は
狭
小
し
虚
血
に
陥
っ
た
組
織
に
対
し
て
、
新
た

な
血
流
供
給
路
が
手
術
を
し
な
く
て
も
可
能
と
な

る
治
療
法
で
、
血
管
新
生
療
法
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

骨
髄
に
豊
富
に
あ
る
血
管
を
形
作
る
細
胞
の
「
タ

ネ
」
と
な
る
細
胞
の
塩
基
性
線
維
細
胞
増
殖
因
子
を

虚
血
肢
に
注
射
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
血
管
を
成
長
さ

せ
る
。
す
な
わ
ち
、
血
行
の
悪
く
な
っ
た
栄
養
動
脈

の
代
わ
り
に
迂
回
路
を
作
り
、
血
行
を
回
復
さ
せ
る

こ
れ
か
ら
期
待
さ
れ
る
新
し
い
治
療
で
あ
る
。

16TANSEI

対照群の下肢血管造影 bFGF群の下肢血管造影

血管新生療法によるウサギ下肢の血管の発達

虚血組織に対する
血管新生療法

これからの医療を
目指して　

－臨床応用が近い代表的な研究の紹介－
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東京大学医学部附属病院 ―大きな変革期を迎えた医療の現場―

特　 集

整
形
外
科
で
は
、
病
気
や
け
が
で
役
割
を
果
た
せ

な
く
な
っ
た
関
節
を
人
工
的
に
置
き
換
え
る
人
工
関

節
置
換
術
が
行
わ
れ
て
い
る
。
手
術
後
約
十
年
で
生

じ
る
弛
み
が
最
大
の
問
題
で
、
一
度
弛
む
と
痛
み
や

運
動
制
限
を
生
じ
、
人
工
関
節
を
入
れ
換
え
る
手
術

（
再
置
換
術
）が
必
要
と
な
る
。
こ
の
問
題
の
解
決
を

目
指
し
、
大
学
院
工
学
系
研
究
科
・
マ
テ
リ
ア
ル
工

学
専
攻
の
石
原
・
高
井
研
究
室
と
の
共
同
研
究
が
進

め
ら
れ
て
き
た
。

弛
み
は
、
従
来
の
人
工
関
節
の
関
節
面
に
使
用
さ

れ
て
い
る
高
分
子
材
料
で
あ
る
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
の
摩

耗
粉
が
、
マ
ク
ロ
フ
ァ
ー
ジ
と
い
う
細
胞
に
取
り
込

ま
れ
て
起
こ
る
人
工
関
節
周
囲
の
骨
の
破
壊（
骨
吸

収
）が
主
な
要
因
で
あ
る
。
こ
の
現
象
を
阻
止
す
べ

く
、
ナ
ノ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
用
い
て
、
ヒ
ト
の
細
胞

膜
成
分
と
同
じ
構
造
を
持
つ
高
分
子
材
料（
Ｍ
Ｐ
Ｃ
）

で
関
節
面
を
覆
っ
た
人
工
関
節
が
開
発
さ
れ
た
。

工
学
的
な
関
節
面
の
摩
耗
に
つ
い
て
は
、
手
術
を

受
け
た
患
者
さ
ん
の
歩
行
を
再
現
す
る
シ
ミ
ュ
レ
ー

タ
ー
を
用
い
て
実
験
を
し
た
と
こ
ろ
、
千
万
回
転
と

い
う
十
年
分
以
上
の
歩
行
負
荷
を
か
け
て
も
、
Ｍ
Ｐ

Ｃ
で
被
覆
し
た
人
工
関
節
は
ほ
と
ん
ど
摩
耗
し
な

い
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
生
物
学
的
に
も
Ｍ
Ｐ
Ｃ

で
被
覆
し
た
摩
耗
粉
様
粒
子
を
骨
は
全
く
吸
収
し

な
い
こ
と
が
わ
か
り
、
臨
床
応
用
に
向
け
て
順
調
に

開
発
が
進
ん
で
い
る
。

近
年
、
外
科
医
を
支
援
す
る
手
術
ロ
ボ
ッ
ト
の
開

発
が
盛
ん
で
、
一
部
は
実
際
に
使
わ
れ
て
い
る
。
大

学
院
工
学
系
研
究
科
・
産
業
機
械
工
学
専
攻
の
光
石

研
究
室
と
脳
神
経
外
科
学
教
室
の
協
同
研
究
で
脳

深
部
で
の
微
小
血
管
縫
合
を
支
援
す
る
微
細
手
術

支
援
ロ
ボ
ッ
ト
シ
ス
テ
ム
が
開
発
さ
れ
た
。
現
在
、

直
径0.3m

m
の
血
管
縫
合
も
可
能
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
シ
ス
テ
ム
は
術
者
が
操
作
す
る
部
分（
マ
ス
タ

ー
マ
ニ
ュ
ピ
ュ
レ
ー
タ
）
と
手
術
を
実
行
す
る
部
分

（
ス
レ
ー
プ
マ
ニ
ュ
ピ
ュ
レ
ー
タ
）、
映
像
や
制
御
信
号

を
す
る
部
分
の
三
つ
か
ら
な
る
。

術
者
は
ハ
イ
ビ
ジ
ョ
ン
カ
メ
ラ
か
ら
送
ら
れ
て
く

る
精
細
な
映
像
を
立
体
視
し
な
が
ら
、マ
ス
タ
ー
マ

ニ
ュ
ピ
ュ
レ
ー
タ
を
操
作
す
る
。
そ
の
動
き
は
極
細

の
鉗
子
を
二
本
持
つ
ス
レ
ー
プ
マ
ニ
ュ
ピ
ュ
レ
ー
タ

へ
と
伝
わ
る
。
こ
の
鉗
子
が
糸
の
つ
い
た
丸
い
手
術

用
の
針
を
持
ち
、
血
管
と
血
管
を
男
結
び
で
縫
合
し

て
つ
な
ぐ
。
血
管
縫
合
は
手
術
を
行
う
ほ
と
ん
ど
の

科
で
行
わ
れ
て
い
る
の
で
、
今
後
、
外
科
医
の
「
良

い
友
」
と
な
る
か
も
し
れ
な
い
。
最
近
で
は
骨
を
正

確
に
け
ず
る
「
人
工
膝
関
節
置
換
術
支
援
ロ
ボ
ッ
ト
」

も
開
発
さ
れ
て
い
る
。
研
究
室
は
病
院
管
理
研
究
棟

の
一
階
に
あ
る
。

人工股関節の弛み
手術後８年で人工関節が弛
み、体内の上方に移動した。
人工関節は脱臼し、歩行不
能となり入れ換えの手術を
余儀なくされた

マスターマニュピュレータの操作の
様子

微小血管の縫合のためのスレ
ープマニュピュレータ

微小血管を縫合する針

長寿命型
人工関節の開発

微小血管を縫合する
マイクロサージャリー・
ロボットシステムの開発

手術直後 

骨吸収 

脱臼 

移動 

手術後８年 



18TANSEI

東大病院における医療安全対策　
医療安全対策は、病院での診療を安全、かつ円滑に進める上で極めて重要な課題です。

東大病院における医療安全対策について、簡単にご紹介します。

(1)
医
療
安
全
管
理
対
策
室
の
設
置

平
成
十
三
年
四
月
に
東
大
病
院
で
は
医
療
安
全

対
策
実
施
の
中
枢
と
し
て
医
療
安
全
管
理
対
策
室

を
設
置
し
ま
し
た
。

実
質
的
な
行
動
部
員
と
し
て
の
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
リ
ス

ク
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー（
Ｇ
Ｒ
Ｍ
）二
名（
医
師
、
看
護
師

長
）と
事
務
部
員
三
名
が
専
従
と
し
て
働
い
て
い
ま

す
。
こ
れ
に
、
感
染
担
当
看
護
師
長
、
薬
剤
師
、
企

画
情
報
運
営
部
員
が
兼
任
で
対
策
室
を
支
援
し
て

い
ま
す
。
さ
ら
に
、
訴
訟
対
策
事
務
部
員
が
二
名
こ

れ
に
加
わ
っ
て
い
ま
す
。
法
的
問
題
に
つ
い
て
は
、
顧

問
弁
護
士
の
支
援
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
今
や
、

東
大
病
院
の
医
療
安
全
管
理
対
策
室
は
国
立
大
学

病
院
の
中
で
最
大
の
規
模
と
行
動
力
を
持
つ
組
織

の
一
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

医
療
安
全
管
理
対
策
室
の
最
大
の
仕
事
は
、
医
療

事
故
防
止
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
業
務
で
す
。
他
施

設
で
起
き
た
事
故
も
含
め
て
医
療
事
故
の
原
因
を

分
析
し
、
そ
の
対
策
を
実
行
し
て
い
ま
す
。
永
井
病

院
長
は
医
療
事
故
防
止
が
東
大
病
院
に
お
け
る
最

重
要
事
項
の
一
つ
と
考
え
、「
安
心
、
安
全
、
思
い
や

り
」
と
い
う
標
語
を
病
院
に
お
け
る
医
療
の
目
標
と

し
ま
し
た
。

(2)
イ
ン
シ
デ
ン
ト
・
オ
カ
ラ
ン
ス

レ
ポ
ー
ト
の
提
出

東
大
病
院
で
は
、
院
内
で
起
き
た
予
期
せ
ぬ
結
果

を
招
い
た
医
療
的
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
イ
ン
シ
デ
ン
ト
・

オ
カ
ラ
ン
ス
レ
ポ
ー
ト
と
し
て
職
員
が
自
ら
報
告
す

る
シ
ス
テ
ム
が
動
い
て
い
ま
す
。

イ
ン
シ
デ
ン
ト
と
は
す
べ
て
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
、

オ
カ
ラ
ン
ス
と
は
患
者
さ
ん
が
骨
折
し
た
り
、
入
院

期
間
が
の
び
た
り
、
臓
器
障
害
な
ど
の
重
篤
な
損

害
、
死
亡
な
ど
の
実
害
を
与
え
て
し
ま
っ
た
も
の
を

指
し
ま
す
。
こ
の
報
告
制
度
は
懲
罰
を
目
的
と
す
る

の
で
は
な
く
、
事
故
を
教
訓
と
し
て
再
発
の
防
止
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。
昨
年
は
約
四
二
〇
〇
件
の
レ

ポ
ー
ト
が
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
の
九
割
以
上
が
看
護

師
か
ら
の
も
の
で
し
た
。
毎
月
の
分
析
小
委
員
会
と

リ
ス
ク
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
会
議
で
事
故
の
原
因
や
対
策

な
ど
に
つ
い
て
討
議
し
ま
す
。
そ
の
結
果
は
職
員
全

員
に
通
達
さ
れ
ま
す
。
具
体
的
な
改
善
策
と
し
て
、

注
射
薬
以
外
の
薬
剤
や
栄
養
剤
用
の
注
射
器
の
注

入
口
径
を
静
脈
ラ
イ
ン
の
そ
れ
と
異
な
る
も
の
に
し

た
り
、
濃
度
の
異
な
る
薬
剤
を
一
種
類
に
限
定
す
る

こ
と
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
対
策
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

(3)
医
療
安
全
対
策
に
関
す
る

講
習
会
な
ど
の
開
催

職
員
に
対
す
る
医
療
事
故
防
止
の
た
め
の
講
習

会
を
定
期
的
に
開
き
、
職
員
に
よ
る
病
棟
間
の
相
互

チ
ェ
ッ
ク
を
行
う
な
ど
し
て
、
職
員
の
医
療
安
全
に

関
す
る
意
識
を
高
め
る
努
力
も
し
て
い
ま
す
。

東
大
病
院
で
は
新
規
採
用
者
が
多
い
た
め
、
こ
れ

ら
の
研
修
は
繰
り
返
し
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
Ｇ
Ｒ
Ｍ

に
よ
る
各
病
棟
で
の
安
全
講
習
、
感
染
担
当
看
護
師

長
と
感
染
制
御
部
に
よ
る
各
病
棟
で
の
手
洗
い
実

習
な
ど
も
積
極
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

職
場
に
は
「
医
療
事
故
防
止
対
策
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
を

配
備
し
て
い
ま
す
が
、
今
年
度
は
新
規
採
用
者
全
員

に
ポ
ケ
ッ
ト
医
療
安
全
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
配
布
し
ま
し

た
。
こ
の
内
容
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
、
全
職
員
が
携

帯
す
る
「
ポ
ケ
ッ
ト
版
医
療
安
全
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
を
現

在
作
成
中
で
す
。

(4)
医
療
安
全
対
策
の
検
証

医
療
安
全
管
理
対
策
室
の
メ
ン
バ
ー
が
中
心
と
な

っ
て
、
病
棟
に
毎
月
一
回
出
向
き
、
医
療
安
全
対
策

が
ど
の
よ
う
に
実
行
さ
れ
て
い
る
か
を
い
ろ
い
ろ
な

角
度
か
ら
検
証
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
月
二
回
病
院
長
回
診
を
行
い
、
医
療
安
全

対
策
や
感
染
防
止
対
策
に
つ
い
て
の
取
り
組
み
や
問

題
点
を
検
証
し
て
い
ま
す
。
そ
の
成
果
の
一
つ
と
し

て
、
メ
チ
シ
リ
ン
耐
性
ブ
ド
ウ
球
菌
感
染
患
者
の
新

規
発
生
が
本
年
度
か
ら
減
少
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。



わ
が
国
の
医
療
は
大
き
な
変
革
期
に
あ
り
ま
す
。

日
本
で
は
い
か
な
る
医
療
機
関
も
安
価
に
受
診
で

き
ま
す
が
、
病
院
数
が
多
い
た
め
に
、
慢
性
的
な
人

手
不
足
に
あ
り
ま
す
。
こ
の
た
め
二
四
時
間
体
制
が

必
要
な
高
次
医
療
が
必
ず
し
も
充
実
し
て
い
ま
せ

ん
。
こ
の
問
題
は
医
療
機
関
の
機
能
分
担
や
資
源
配

分
と
密
接
な
関
係
が
あ
り
、
解
決
に
は
病
院
の
統
廃

合
が
必
要
で
す
。
病
院
が
生
き
残
り
を
か
け
た
競
争

時
代
に
入
っ
た
わ
け
で
す
。

東
大
病
院
は
こ
の
十
年
間
に
九
百
億
円
を
投
入

し
、
施
設
を
一
新
し
ま
し
た
。
た
だ
し
建
築
費
は
す

べ
て
財
政
投
融
資
で
し
た
の
で
、
毎
年
六
〇
億
円
を

超
え
る
返
済
に
追
わ
れ
て
い
ま
す
。
現
在
の
東
大
病

院
は
借
入
金
返
済
を
含
め
て
診
療
経
費
に
年
間
約

三
百
三
〇
億
円
が
必
要
で
す
。
一
方
、
病
院
収
入
は

二
百
五
〇
億
円
で
す
の
で
、
差
額
八
〇
億
円
は
運
営

費
交
付
金
に
依
存
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
運
営
費
交

付
金
は
病
院
収
入
の
２
％
す
な
わ
ち
毎
年
五
億
円

が
五
年
間
に
わ
た
っ
て
削
減
さ
れ
ま
す
。
改
革
を
進

め
な
い
と
東
大
病
院
も
淘
汰
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

東
大
病
院
の
使
命
は
、
医
療
の
質
や
安
全
を
確
保

し
な
が
ら
高
度
医
療
を
提
供
す
る
こ
と
で
す
。
機
能

的
運
営
に
す
る
た
め
に
、
大
幅
な
機
構
改
革
を
行
い

ま
し
た
。
ま
ず
、
病
院
諮
問
機
関
と
し
て
病
院
運
営

審
議
会
（
病
院
ボ
ー
ド
）を
設
置
し
ま
し
た
。
こ
れ

は
、
主
要
予
算
、
人
事
、
定
員
再
配
置
、
組
織
再
編

成
に
つ
い
て
執
行
部
か
ら
の
諮
問
に
答
申
し
、
執
行

部
は
答
申
を
尊
重
し
て
執
行
し
ま
す
。
執
行
部
は
ボ

ー
ド
の
指
導
の
も
と
に
、
最
終
的
な
意
思
決
定
を
行

い
ま
す
。
ま
た
、
診
療
科（
部
）長
に
一
年
の
任
期
制

を
導
入
し
、
適
宜
、
体
制
の
見
直
し
が
で
き
る
よ
う

に
し
ま
し
た
。

各
診
療
科
の
運
営
は
、
外
来
診
療
運
営
部
、
入
院

診
療
運
営
部
、
中
央
診
療
運
営
部
、
医
療
評
価
・
安

全
・
研
修
部
、
企
画
経
営
部
、
人
事
部
、
教
育
研
究

支
援
部
、
広
報
企
画
部
の
八
つ
の
部
の
指
導
下
に

入
り
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
各
科（
部
）は
病
院
の
方
針

と
調
和
し
な
が
ら
、
役
割
を
果
た
し
て
い
き
ま
す
。

科（
部
）の
集
合
体
で
あ
っ
た
病
院
に
、
病
院
シ
ス
テ

ム
と
い
う
考
え
方
を
導
入
し
た
こ
と
が
大
き
な
特

徴
で
す
。
こ
の
改
革
に
よ
り
東
大
病
院
は
い
く
つ
か

の
目
標
を
達
成
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
1
安
全
、

安
心
、
思
い
や
り
の
あ
る
急
性
期
高
次
医
療
体
制
の

確
立
、
2
診
療
経
費
の
節
減
、
3
人
材
育
成
の
充
実
、

4
新
し
い
医
療
技
術
開
発
な
ど
で
す
。

改
革
は
大
き
な
痛
み
を
と
も
な
い
ま
す
が
、
制
約

の
多
か
っ
た
国
立
大
学
病
院
に
は
好
機
で
も
あ
り
ま

す
。
皆
様
の
ご
意
見
を
反
映
さ
せ
な
が
ら
、
東
大
病

院
か
ら
日
本
の
医
療
を
変
革
す
る
情
報
を
発
信
し

て
い
こ
う
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
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[

北
澤]

大
学
法
人
化
に
あ
た
り
、
病
院
改
革
の

最
大
の
ポ
イ
ン
ト
は
ど
こ
に
あ
り
ま
す
か
。

[

永
井

]

大
学
病
院
に
求
め
ら
れ
る
教
育
、
診

療
、
研
究
、
経
営
の
問
題
に
対
応
す
る
た
め
、
新

体
制
で
は
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
を
残
し
つ
つ
も
、
病
院

長
権
限
を
強
化
し
ま
し
た
。

[

北
澤

]

病
院
と
し
て
目
指
す
べ
き
未
来
像
や

基
本
方
針
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
ら
っ
し
ゃ
る

の
で
す
か
。

[

永
井

]

大
学
病
院
の
使
命
は
新
し
い
臨
床
医

学
の
構
築
や
人
材
育
成
で
す
。
し
か
し
、
医
療
の

質
と
安
全
確
保
を
お
ろ
そ
か
に
し
て
は
本
末
転

倒
で
す
。
バ
ラ
ン
ス
よ
く
前
進
す
る
こ
と
が
大
切

で
す
。

[

北
澤

]
新
た
な
医
療
技
術
開
発
や
東
大
な
ら

で
は
の
先
端
医
療
も
重
要
と
思
い
ま
す
。
そ
の
取

り
組
み
と
し
て
、
二
二
世
紀
医
療
セ
ン
タ
ー
に
つ

い
て
お
伺
い
し
た
い
の
で
す
が
。

[

永
井

]

セ
ン
タ
ー
は
研
究
開
発
と
病
院
事
業

の
展
開
を
図
る
拠
点
で
す
。
例
え
ば
、
病
院
に
は

様
々
な
モ
ノ
、
人
、
情
報
が
動
い
て
い
ま
す
。
そ

の
体
系
化
は
新
た
な
研
究
課
題
で
す
し
、
新
し
い

モ
デ
ル
で
実
践
す
れ
ば
病
院
機
能
を
高
め
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
医
療
Ｉ
Ｔ
、
創
薬
、
遺
伝
子
医

療
な
ど
の
研
究
も
進
め
ま
す
。

[

北
澤

]

患
者
サ
ー
ビ
ス
や
患
者
さ
ん
の
満
足

度
向
上
の
た
め
に
、
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い

く
べ
き
と
お
考
え
で
す
か
。

[

永
井

]

職
員
の
意
識
改
革
が
重
要
で
す
。「
患

者
様
の
声
」
と
い
う
投
書
や
満
足
度
調
査
を
院

内
に
公
表
し
て
い
ま
す
。
受
診
さ
れ
て
「
非
常
に

よ
か
っ
た
」「
よ
か
っ
た
」
と
い
う
回
答
は
併
せ
て

90
％
で
し
た
。
一
方
で
、
待
ち
時
間
や
職
員
の
対

応
、
医
師
の
説
明
不
足
に
つ
い
て
の
苦
情
が
寄
せ

ら
れ
て
い
ま
す
。
公
表
に
よ
り
、
職
員
も
患
者
さ

ん
の
ニ
ー
ズ
を
身
近
に
感
じ
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。

[

北
澤]

最
近
で
は
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
コ
ン
セ
ン

ト
の
重
要
性
が
広
く
認
識
さ
れ
て
い
ま
す
。
東
大

病
院
の
対
応
は
い
か
が
で
す
か
。

[

永
井

]

東
大
病
院
で
は
リ
ス
ク
の
高
い
高
度

医
療
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
リ
ス
ク
に
対

す
る
医
師
の
認
識
が
、
必
ず
し
も
患
者
さ
ん
に
伝

わ
っ
て
い
な
か
っ
た
面
が
あ
り
、
イ
ン
フ
ォ
ー
ム

ド
コ
ン
セ
ン
ト
の
再
教
育
を
始
め
ま
し
た
。
各
科

の
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
コ
ン
セ
ン
ト
指
導
員
を
教
育

し
、
指
導
員
が
各
科
で
教
育
を
行
い
ま
す
。

[

北
澤]

法
人
化
に
あ
た
り
、
大
学
病
院
の
診
療

機
能
の
充
実
と
経
営
の
両
立
は
非
常
に
難
し
い

面
が
あ
る
と
思
う
の
で
す
が
。

[

永
井]

ま
ず
は
経
費
節
減
で
す
。
毎
月
の
診
療

報
酬
額
や
診
療
経
費
を
把
握
で
き
る
シ
ス
テ
ム

を
作
り
ま
し
た
。
企
画
経
営
部
で
教
員
と
事
務

員
が
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
き
た
結
果
、
最

近
は
コ
ス
ト
意
識
が
高
ま
っ
て
き
ま
し
た
。

[

北
澤

]

改
革
が
進
ん
だ
あ
と
の
東
大
病
院
の

姿
を
ど
の
よ
う
に
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

[

永
井

]

日
本
の
大
学
病
院
は
欧
米
と
比
べ
て

３
分
の
１
か
ら
５
分
の
１
の
職
員
数
で
す
。
こ
の

状
況
で
世
界
レ
ベ
ル
へ
飛
躍
す
る
に
は
限
界
が
あ

り
ま
す
。
し
か
し
、
今
後
、
病
院
統
廃
合
に
よ
り

機
能
分
担
が
進
む
と
予
想
さ
れ
ま
す
。
淘
汰
の

時
代
を
生
き
残
れ
ば
、
教
育
研
究
と
先
端
医
療
の

両
立
が
可
能
に
な
り
ま
す
。「
広
い
裾
野
を
持
ち

な
が
ら
幾
つ
も
の
高
い
ピ
ー
ク
が
聳そ

び

え
る
山
」
を

将
来
像
と
し
て
描
い
て
い
ま
す
。

[

北
澤

]

大
学
病
院
と
し
て
目
指
す
べ
き
モ
デ

ル
病
院
は
あ
り
ま
す
か
。

[

永
井

]

ジ
ョ
ン
ズ
・
ホ
プ
キ
ン
ス
大
学
病
院

（
米
国
、
メ
リ
ー
ラ
ン
ド
州
ボ
ル
チ
モ
ア
市
）は
良

い
目
標
に
な
り
ま
す
。
し
か
し
当
面
は
生
き
残

り
競
争
を
勝
ち
抜
い
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
淘
汰
の
時
代
に
は
と
く
に
社
会
的
信
用

が
重
要
で
す
。
医
療
安
全
や
医
療
の
質
に
着
実

に
取
り
組
み
な
が
ら
、
高
度
医
療
を
推
進
す
る
べ

き
と
考
え
て
い
ま
す
。

[

北
澤

]

日
本
の
医
療
界
の
取
り
組
み
を
情
報

発
信
し
て
い
く
こ
と
も
重
要
で
す
ね
。

[

永
井

]

ま
ず
は
実
績
を
示
す
こ
と
が
第
一
歩

で
す
。
東
大
病
院
は
手
術
や
検
査
件
数
を
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
し
て
い
ま
す
が
、
ま
だ
他
の
病

院
で
は
あ
ま
り
試
み
ら
れ
て
い
な
い
よ
う
で
す
。

[

北
澤

]

本
日
は
現
在
の
東
大
病
院
の
取
り
組

み
と
未
来
像
に
つ
い
て
お
話
を
伺
え
、
大
変
参
考

に
な
り
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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これからの東大病院に望むもの
永井良三病院長　VS 日経メディカル副編集長北澤京子氏対談

「今後の東大病院の進む道」

―国立大学法人化後の東大病院が進む方向について、
日経メディカル副編集長北澤京子さん（東大病院運営審議会委員）が

永井病院長にインタビューしました―

東京大学医学部附属病院 ―大きな変革期を迎えた医療の現場―
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